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な観点からの研究分析では、 Goffman (1981) の参与者の枠組みに関する概念、 Sacks (1972a, 1972b, 1984 & 1992) 






























































ロジーの枠組みで参与者関係 (Goffman 1981) 、カテゴリー化 (Sacks 1992) 、定式化 (Garfinkeland Sacks 1970) 
といった観点から会話分析を行ったものである。会話はコンテクストを構成するという考えから、会話分析では近年、
非言語的側面をも射程範囲に含めている。本論文でも多人数会話を扱うにあたり、言語的非言語的両側面からの分析
を試みた。
参与者関係の分析では、参与者関係、が主に受け手側の行為を手がかりとして構築され、その受け手の聞にもステイ
タスをめぐる争奪関係が起こり得ることが明らかにされた。ここから、視線や顔の向きなどの身体的行為、あいづち、
協働発話などの道具立てにより、異文化を代表する者を中心的な話し手として位置づけるという秩序を参与者が維持
していることが明白になった。
カテゴリー化分析からは、異文化間交流が自己の表示だけでなく、状況によって選択、表示される多様な他者のカ
テゴリー化に目を向け、理解し合おうとする人々の集まりであることが浮き彫りにされた。また、様々な社会文化的
背景を持つ参与者たちがコミュニケーションを進めていく上での価値観を共有し、冗談などの方策を駆使しながら協
働的に相互行為に関わること、異文化間交流の多様性がステレオタイプ的な異文化性にとどまらないことが解明され
た。
定式化の分析からは、これまで見過ごされていた定式化行為の多重性・重層性が明らかになった。すなわち定式化
は、発話権を得てフロアを維持するための手段として機能する一方、アイデンティティを表示して受け手に伝える行
為でもあった。また、他者の声を利用した無標の定式化に注目することによって、定式化が多様な行為を達成すると
同時にさらなる定式化のリソースとなり、繰り返し再利用、参照され、さらに多様な行為を達成してゆくことが判明
した。
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以上の分析を通して、これまで言語能力、コミュニケーション能力などが議論の中心になってきた留学生が、会話
という振る舞い行為においてはダイナミックにコミュニケーション活動に従事していることが明らかになった。こう
いった研究と密接に結びついている相互行為の社会言語学的方法論の検討、データ収録方法の改善、それに基づくよ
り包括的な分析といった課題が残されているとはいえ、言語的非言語的両側面からの会話分析的手法を取り入れたこ
と、これまで解明されてきた会話の諸原則が異文化を背景にした多人数会話においても成り立つことを実証したこと
の意義は大きい。よって、審査委員会は本論文を言語文化学博士論文として十分に価値あるものと判定した。
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